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第23次観測隊の出発に際 して





オース トラリアから生物学者1名 が夏隣と行 を共 にす
る.夏期,並 びに,越冬中の定常観測は第22次に引続き
実施され るが,宙 空系の 「極域中層大気の総合観測」,
雪氷 ・地学系の 「東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地





船上では,電離層,海 洋物理 ・化学 ・生物 の定 常 観
測,及 び,海 上重力の測定がなされる.接 岸中には,リ
ュツォ ・ホルム湾奥露岩の測地 ・地質調査,鉱 床学的調
査,海 氷下の海洋観測,コ ケ群落の光合成 量 測定 を行






















層大気の物理 ・化学的現象を調べようとす る もので,
VHFド ップラーレーダーによる電離層下部の観測,大
気球によるOs,　NOx,　電離度,電 場,オ ーロラX線 の












画)の 一環としてなされる.オ ングル海峡 に定点 を設
け,海 洋環境,動 植物プランク トン,魚類 ・底生生物の
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最後に,計 画,諸 準備に当 り,ご指導,ご 助力下さっ
㌶ 繍 翻:1あ げるとともに'今後のこべん ●
(筆者:第23次南極地域観測隊長,
国立極地研究所教授)





















































菊地 鵬 ・… ヵ畷 躍雛 鷹 瓢
























































































(運輸 技 官)北 海道:
(郵政 技 官)千 葉!第19次越冬









































































(文部 技 官)i東 京
第17次越 冬



















設 営 一 般
〃
岡田
清 水 守 男124.11,14
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誠一 …25縣 灘1工彌轟轟門)
秀露 割 織 畷離籍。,
国立極地研究所事業部






























購 鱗 麟 驚・(日本艦 ・螂 技官・1鯛
:::1:1:灘縣 鰍





















副 隊 長 前 醐 ・…1獣 聾纏 翻 研究系.
海洋 物理 渕之上清二 26.1.30海上保安庁水路部編暦課






19.5,31国土 地 理 院 測図 部 地 形 課.
雪氷 ・
地学系 松枝 大治 22.5.6 秋田大学鉱山学部
〃 本吉 洋一 29.8.3 国立極地研究所事業部(北海道大学大学院生)
設 営 一 般 竹内 貞男 9.12.24国立極地研究所事業部観測協
〃 渡辺 泰広 24.2.3 国立極地研究所事業部(渡辺建築店)
'ノ 梅木 川敏 26.4.9 国立極地研究所事業部事業課
(文部 教 官)北 海道
(海上保安官)鹿 児島
(")i島 根1
















昭 和56年 度 外 国 基 地 派 遣 者 名 簿
O外 国共 同観測派遣者(マ クマー ド・サ ウン ド地域)




























川1い文 占.1;ノく臣 は,9Jj16日13時40分来 所 され,所 長 及
び 両 王三韓 か ら当1り1究所 の 概 要,南 極 観 測 の 現 状 等1二つ い
て 説 明 を受 け られ た 後,研 究 系 ・資 料 系 澗lllの各実験 室
等 を 視察 され た.な か で も,南 極地 域 で 採 集 され た 各種
の南 極胆 石,南 極 海 の 魚 貝類 並び に オー ロ ラの 発 生現 象
等 につ い て熱 心 に 質 問 され,〕 二足 時 刻 を30分超 え て ユ5時.
30分掃 え られ た.
なお,'11日文1.i-1;省か らにヒ,　Jkll]ii・[際学 術、訓き長,滝 本 監























昭 和 基 地 で は,9月 初 句,瞬 「III　fi　J"FS"速55.8m/sに
達 す る プ リ.Ff－ドに 見舞 われ た,こ の風 は,基 地 「開設 以
来 第2位 の 記 録 で あ り,電 離 層 観 測川 の30mア ンテナ
の 倒壊,気 象 研究 川 の測i風塔 上 部 が吹 き飛 【ずされ るな ど
の 被害 を もた ら し た.
太 陽 高度 は ま だ 低 い が,コ ル ゲ ー ト通 路 の 天 井 に 厚 く
成 長 した霜 の一 部 は,こ の陽 射 し を受 けて バ サ ッと音 を
た て な が ら落 ち て きて,春 の 訪 ず れ を感 じさせ てい る.
7月 に 試験 飛 行 をす ませ た ビ ラ タ ス機 は,8月 中 句 か ら
海 氷 の 調査 や 地 磁 気の 浬[1定に活 躍 し て い る.野 外 調 査 も
活 発 とな り,氷 河 調 査,氷 の 張 った 湖 沼の 」、F・1査,海底 地
形 探 査 な どが 行わ れ て い る.
8)]ド句 に は 冬 明 けの み ず ほ 旅 行が}fわれ た.人 員 交
替に よ り,医 療 の 羽|1.1隊員 は初 め て 昭 和 基 地 の土 を踏 ん
だ.み ず ほ の'1孔活 とは ま ・)たく違 う生 活 振1)にと ま どい
気 味 で あ っ た.
み ず ぽ基 地 は73人 で 運営 され て お り,気 水 圏 の隊 員
li,9月271i(こ]"lj三よ1)L週llll.uriiし『(Vノレー トカ霞fi・1二1[}
発 した,
偏 光 顕 微 鏡 に よ:}　1"i　FiWtlfiを見 らttる;(郷 人III
第22次観測隊の家族会開かる
第23次隊 の 出 発 準 館1があ わ た だ し くな;〕始 めた9月28
「1,第22次南 極 地 域 観}1〔1i隊家 族 会が1L,iウニ極」匝研 究 所 講 義
室 て 開 催 され た.今 川 は 代理 を 含 め27家膳1,、1'1.44名と多
数 の 参 加 が あ り盛 会 で あ っ た,
当 研 究 所 中 庭 で の 記 念 撮 影
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● 最後・・隙 へあてて寄せ書きを思・思・・に緒 記
念写真を撮って散会した.
南 極域 中層 大気 の エ アロ ゾル
ー 昭和基地でのレーザレーダ観測一
岩 坂 泰 信
レ ー ザ レー ダ とは 一 体 どの よ うな 類 い の 測 器 で あ る
か.レ ーザ,あ るい は レー ダ とい う名 は茶 の 間 で もお 馴
染 み で あ る.レ ーザ 光 線 は,殺 人 光 線 と して テ レビ マ ン
ガ で 登 場 す る し,片 や レー ダは,台 風 シー ズ ン とも なれ
ば,レ ー ダの と ら えた"台 風 の 目"を テ レ ビで 見 る こ と
も多 い.レ ー ダは,電 波 を 発 射 し 目標物 か ら反射 し て く
る電 波 を と ら え,目 標 物 の 位 置,動 き,形 そ の他 を知 る
装 置 で あ る.レ ーザ レー ダ とは,電 波 の 代 りに レー ザ 光
を つ か った も の で あ る.
レー ザ 光 は,電 磁 波 の 一 種 で あ る が,指 向性 の 良 さ,







中のレーザレーダは,大 気の原子 ・分子の密度や,エ ア
ロゾルと呼ばれている直径が0.1ミクロン(1ミクロン
は,1セ ンチメートルの1万 分の1)か ら数 ミクロン程
度の大きさの微小粒子等の検出を主目標に使用されるも
のであ り,地表近 くから,高度90㎞ ぐらいまでの大気
を探査領域とするよう考えられている.こ の測器は,光
学と近年発達いちぢるしいエ レクトロニクスの問に生れ





レー ザ パ ル ス光 を上 空 に 発 射 し,ど の 高 さに 強
い 反 射 物体 が あ るか を しらぺ る.極 域 中 層 大 気
で は,成 層 圏 エ ア ロ ゾ ル層 の 他 に 夜 光 雲,成 層
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査目標としているレーザレーダは,約20基.い ず れ も
が,中 低緯度,し かも北半球に偏在していると言ってよ
い.極 域のレーザレーダ観測が期待される所以である.










で地球が冷えは じめる.と いう筋道が,ひ とつ考えられ
ている.しかし現実に見た人が居ないのは当然である.
幸い極地の超高層は,高 エネルギーの荷電粒子がふんだ
















































































































(併任 ・ 企画調整官に楠 宏(前 研究主幹)
配置換)研 究主幹 ・寒冷生物学第一研究部門教授に



























Mr.　THOMSON,　R.　(ニュー ジー ラ ン ド南 極
局 長)
Dr.　HENDY,　C.　(ニュー ジー ラ
ン ドワ イカ ト大学 講 師)
Dr.　ALEXANDER,　V.　(アラ ス カ
大 学 海 洋 研 究 所 長)(外 国 人 客 員
教 授)




















新 版 地 形 図 受 入 の お 知 ら せ
竜宮 岬,オ メガ 岬,奥 岩,オ ング ル諸 島,仰 天 岳,福
島 岳,鳥 葬 岳,は え の 岩,蝶 が 岳,赤 壁,雲 の平,扇
が 原,三 日月岩,高 岩,基 岩,計15枚.各 地 図1:
25000.1981年3月,国土 地 理 院 発行.







































あ り,今までの月に くらべて不能 日が少なく順調であっ
た,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　preSSUTe,　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
昭和基地(Syowa:89532)
7月(July)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　hurnidity)　(%)
平 均風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　 　 　 　
speed,　10・min.　mean)　(m/s)











































【極 地 豆 事 典 】
ル ッ カ リー　rookery
ア マ　　
!lぶ㌔,
、べ 鞠 籔パ 幽
}〔 ㌧ ∴.メ 、」"
じ㌻ ㌧一二∴ ∴ ジ












アザラシは約60万頭が南極海 とその周辺に分布し,サ ウ 、
ち




ウ テ イペ ・ギ ・と ア デ リーペ ・ギ ・の ・レ。カ リーが 多 く}
発見 され て い る.コ ウ テ イペ ンギ ンの ル ッカ リーは リー ミ
サ ー ラ ル セ ン半 島(約6000羽),と梅 干 岩(約300羽)で 発
見 れ て い る.ア デ リーペ ンギ ンのル ヅカ リー は 約12か所
あ るが,最 大 の ル ッカ リーは ル ンバ の 約1㎜ 羽 で あ る,
は130万 頭 が セ ン トジ ョー ジ島 とセ ン トポ ー ル
島 に上 陸 し,一 大 繁 殖 場 を形 成 す る.
南 極 海 で は,ル ッカ リー を形 成 す る動 物 はペ
ンギ ン類 と ミナ ミ ゾ ウ ア ザ ラ シ　 (Mirettnga
leonina)であ る,南 極 海 の海 氷上 で繁 殖 す る
南 極 ア ザ ラ シ　(monachinae)　の 仲 間 は,集 団
の 繁 殖 群 を,特 定 し ない 海 氷 上 に 形 成 す るた
め,一 般 的 には ル ッカ リー とは 呼 ば ない.南 極
海 での ペ ンギ ン類 の最 大 の ル ッカ リーは1958年
に コ ール マ ン島(ロ ス 海 湾 口部 東 岸)で 発 見 さ
れ た コ ウ テ イペ ンギ ン(APtenodvtesferst例d>
の ル ッカ リーで あ ろ う.ペ ンギ ン類 で は こ の他
ア デi)一ペ ンギ ン　 　CPyoscetis　adetiae)　,　ヒゲ
ペ ンギ ン(PvgOStetisαntrctica),ゼンツ ー ペ
ンAン 　 (PygosceidS　PaPua),マカ ロ ニペ ンギ
ン　 (EUI)Ptes　chrys・lePhzas)等が 南 極 海 に広
ミナ ミゾ ウ
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